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井川 健《波の舟Ⅰ》2021年　撮影：本山雄一
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図 2　村田佳彦《いわばしる》2023年

図 1　田中信行《Inner side-Outer side
　　　（連続する生命）2021－N》2021年
　　　撮影：山本糾

漆
の
小
宇
宙

　

現
代
、
多
様
に
広
が
る
髹
漆
表
現
の
原
動
力
と
な
っ
て

い
る
の
は
、
漆
と
い
う
素
材
に
出
発
し
自
ら
の
表
現
の
在

り
方
を
問
い
、
新
た
な
手
法
を
創
出
す
る
存
在
で
す
。
そ

の
作
品
世
界
は
、
漆
の
艶
に
ど
こ
ま
で
も
広
が
る
無
限
の

可
能
性
を
示
唆
し
て
い
ま
す
。

　
田
中
信
行
氏
の
《Inner side-O

uter side

（
連
続
す

る
生
命
）2021

│N

》
（
図
１
）
は
官
能
的
な
ま
で
の
艶

を
持
つ
、
漆
の
皮
膜
が
大
き
く
自
立
し
て
い
ま
す
。
作
者

は
支
持
体
の
形
を
持
た
な
い
皮
膜
と
し
て
の
漆
に
注
視

し
、
工
芸
的
な
手
法
で
「
漆
に
命
を
吹
き
込
む
」
制
作
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

　

富
山
県
南
砺
市
で
制
作
を
行
う
村
田
佳
彦
氏
の
《
い
わ

ば
し
る
》
（
図
２
）
は
日
々
人
々
の
暮
ら
し
を
見
守
り
、

時
に
計
り
知
れ
な
い
力
で
圧
倒
す
る
自
然
に
起
因
し
た
営

み
や
感
情
を
題
材
と
し
て
い
ま
す
。
カ
リ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

な
木
彫
と
、
黒
漆
で
築
か
れ
た
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
の
世
界
観

が
、
深
い
畏
敬
の
念
を
紐
解
き
ま
す
。

　

井
川
健
氏
の
《
波
の
舟
Ⅰ
》
（
表
紙
）
は
ヤ
シ
の
一
部

を
加
工
し
断
片
を
つ
な
げ
、
で
き
た
パ
ー
ツ
同
士
を
さ
ら

に
接
合
す
る
作
業
を
繰
り
返
し
、
起
伏
の
集
合
で
小
舟
を

象
り
ま
し
た
。
隈
な
く
磨
き
上
げ
ら
れ
た
幾
条
も
の
反
照

が
容
赦
な
く
鑑
賞
者
の
目
に
飛
び
込
み
ま
す
。

図 3　荒川文彦《髹漆長手四方盛器「希望」》2014年
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「
髹
漆
」
が
意
味
す
る
漆
塗
り
の
手
わ
ざ
全
般
は
、
無
地
の
実
用
漆
器
か
ら
始
ま
っ
た
輪
島
塗
に
と
っ
て
原
点
で
あ
り
、

長
き
に
わ
た
り
集
積
さ
れ
て
き
た
技
の
誉
れ
で
す
。
ゆ
え
に
、
輪
島
の
地
で
「
髹
漆
」
の
語
を
掲
げ
た
展
覧
会
を
開
催
す

る
こ
と
に
は
大
き
な
意
味
が
あ
り
ま
す
。
本
展
で
取
り
上
げ
る
作
家
た
ち
は
、
漆
と
い
う
素
材
の
捉
え
方
や
技
術
修
得
の

背
景
、
作
品
の
表
現
手
法
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。
24
人
の
手
が
生
み
出
し
た
作
品
の
数
々
は
、
漆
芸
に
携
わ
る

す
べ
て
の
人
に
勇
気
を
与
え
て
く
れ
る
も
の
と
な
る
で
し
ょ
う
。

会
期　

10
月
１
日（
日
）〜
11
月
26
日（
日
）　

＊
会
期
中
無
休

漆
風
怒
濤―

現
在
を
駆
け
抜
け
る
髹
漆
表
現―

第
38
回
国
民
文
化
祭
　
第
23
回
全
国
障
害
者
芸
術
・
文
化
祭

し
っ

ぷ
う

ど

と
う

い

ま

き
ゅ
う

し
つ
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図 4　水口 咲《乾漆青田合子》2017年

火
花
散
る
技
術
の
真
っ
向
勝
負

　

一
方
で
先
達
に
学
び
、
伝
統
に
対
す
る
価
値
観
を
共
有

し
な
が
ら
髹
漆
表
現
を
延
伸
し
て
い
く
動
き
に
も
注
目
す

べ
き
で
す
。
彼
ら
は
、
長
き
に
わ
た
り
築
か
れ
て
き
た
理

想
に
共
鳴
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
過
去
を
凌
駕
す
る
か

を
問
い
、
自
ら
の
発
現
を
達
成
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

荒
川
文
彦
氏
《
髹
漆
長
手
四
方
盛
器
「
希
望
」
》
（
図

３
）
の
長
辺
に
対
と
な
っ
て
走
る
溜
塗
の
条
は
狭
い
刷
毛

を
用
い
て
精
緻
に
ぼ
か
し
込
ま
れ
、
さ
ら
に
中
央
に
サ
ン

ゴ
の
玉
を
配
し
た
銀
線
の
象
嵌
を
伴
う
も
、
華
美
に
失
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
現
代
的
で
端
正
な
作
品
に
は
、

個
人
の
表
現
の
先
鋭
さ
を
乗
り
越
え
て
、
万
人
の
琴
線
に

触
れ
る
よ
う
な
情
趣
深
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

水
口
咲
氏
の
《
乾
漆
青
田
合
子
》
（
図
４
）
は
青
々
と

し
た
稲
が
ほ
ぼ
同
じ
勢
い
で
一
斉
に
生
長
す
る
真
夏
の
田

圃
に
感
興
を
得
て
生
ま
れ
ま
し
た
。
一
枚
の
稲
の
集
合
体

を
捉
え
た
形
は
、
胴
張
や
甲
盛
で
量
感
を
示
し
な
が
ら
、

曲
線
は
過
剰
に
豊
満
に
な
ら
ず
、
つ
つ
ま
し
く
も
深
遠
な

美
を
宿
し
て
い
ま
す
。

「
百
花
繚
乱
」
色
漆
の
世
界

　

成
形
方
法
や
素
材
、
色
彩
は
世
代
を
追
う
ご
と
に
ま
す

ま
す
豊
か
と
な
っ
て
い
ま
す
。
次
々
と
輩
出
す
る
後
進
た

ち
は
漆
の
表
現
の
可
能
性
に
パ
ラ
ダ
イ
ム
シ
フ
ト
を
予
感

さ
せ
て
い
ま
す
。

　

増
村
真
実
子
氏
に
よ
る
《H

arusam
e

》
（
図
５
）
の

遥
か
一
点
を
見
据
え
る
瞳
は
、
そ
の
時
々
に
移
り
変
わ
り

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
き
れ
な
い
作
者
の
心
の
移
ろ
い
を
投
影

し
、
見
る
者
も
ま
た
写
し
鏡
の
よ
う
に
対
面
す
る
こ
と
で

し
ょ
う
。
反
復
す
る
艶
や
か
な
髪
束
の
流
れ
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
身
を
包
む
ニ
ュ
ア
ン
ス
カ
ラ
ー
は
、
脱
乾
漆
造

形
に
よ
る
人
物
像
に
安
穏
さ
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　
谷
川
美
音
氏
の
《blurred boundary_shoji-pb/y

》

（
図
６
）
は
、
晩
秋
の
つ
か
の
間
の
小
雨
模
様
が
、
抽
象

的
な
造
形
と
漆
の
色
に
託
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
間
色
や
彩

度
の
高
い
色
漆
を
取
り
合
わ
せ
た
、
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
さ

は
本
作
の
大
き
な
魅
力
と
い
え
ま
す
。
そ
の
源
流
に
は
古

来
日
本
人
が
抱
い
て
き
た
豊
か
な
自
然
へ
の
愛
着
を
し
の

ば
せ
て
い
ま
す
。

　

一
口
に
「
髹
漆
」
と
言
え
ど
、
実
に
多
様
な
作
品
58
点

が
そ
ろ
い
踏
み
ま
す
。
ぜ
ひ
会
場
で
、
そ
の
一
つ
一
つ
を

間
近
に
ご
確
認
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　

（
寺
尾
藍
子
）

関
連
プ
ロ
グ
ラ
ム

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ト
ー
ク　
10
月
14
日
（
土
）

　
林 

曉　

× 　
田
中
信
行

プ
レ
ミ
ア
ム
ト
ー
ク　
10
月
21
日
（
土
）

　
檀 

ふ
み　

× 　
室
瀬
和
美　

× 　
小
森
邦
衞

詳
し
く
は
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

図 5　増村真実子《Harusame》2023年

図 6　谷川美音
《blurred boundary_shoji-pb/y》
2023 年
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【大賞】
新井寛生《乾漆蒔絵箱夜梅》

国
際
漆
展
・
石
川
２
０
２
３ 

輪
島
展

　

本
展
は
、
漆
芸
の
国
際
公
募
展
と
し
て
１
９
８
９
年
に

始
ま
り
、
13
回
目
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
世
界
各
国
か
ら

応
募
が
あ
り
、
漆
芸
の
新
し
い
広
が
り
を
考
え
る
国
際
的

な
展
覧
会
と
し
て
高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

漆
芸
品
を
用
い
た
現
代
的
な
生
活
ス
タ
イ
ル
や
、
新
し

い
感
性
の
提
案
な
ど
を
広
く
国
内
外
に
求
め
る
こ
と
に
よ

り
、
漆
器
産
業
の
活
性
化
と
漆
芸
を
通
じ
た
国
際
交
流
の

推
進
、
さ
ら
に
は
人
と
環
境
に
優
し
い
漆
と
い
う
素
材
と

技
の
魅
力
を
再
認
識
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
ね
ら
い
と
し

て
い
ま
す
。

　

表
現
を
主
目
的
と
し
た
ア
ー
ト
部
門
、
計
画
的
な
生
産

や
流
通
が
可
能
な
商
品
を
提
案
す
る
デ
ザ
イ
ン
部
門
の
２

部
門
制
に
な
っ
て
い
ま
す
。
大
賞
１
点
の
他
、
ア
ー
ト
部

門
、
デ
ザ
イ
ン
部
門
そ
れ
ぞ
れ
に
金
賞
、
銀
賞
、
奨
励
賞

２
点
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
審
査
員
７
名
に
よ

る
審
査
員
特
別
賞
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
公
募
で
は
、
日
本
を
含
む
７
の
国
と
地
域
か
ら

1
6
9
点
の
応
募
が
あ
り
、
一
次
審
査
（
写
真
審
査
）
を

経
て
、79
点（
う
ち
日
本
か
ら
は
66
点
）が
入
選
し
ま
し
た
。

輪
島
展
で
は
全
入
選
作
品
79
点
を
展
示
し
ま
す
。
な
お
、

輪
島
市
在
住
の
作
家
に
よ
る
出
品
作
品
は
４
点
で
す
。

　

そ
れ
で
は
、
大
賞
の
作
品
か
ら
ご
紹
介
し
ま
す
。
新
井

寛
生
氏（
東
京
都
）の《
乾
漆
蒔
絵
箱
夜
梅
》〔
ア
ー
ト
部
門
〕

は
、
古
今
和
歌
集
の
「
春
の
夜
の
闇
は
あ
や
な
し
梅
の
花

色
こ
そ
見
え
ね
香
や
は
隠
る
る
」
を
題
材
に
し
た
作
品
で

す
。
夜
闇
の
中
で
、
姿
は
見
え
ず
と
も
ひ
っ
そ
り
と
美
し

い
香
り
を
漂
わ
せ
る
花
の
よ
う
な
作
品
に
し
た
い
と
い
う

想
い
で
制
作
さ
れ
ま
し
た
。
麻
布
を
漆
で
貼
り
重
ね
て
成

形
す
る
脱
乾
漆
技
法
を
用
い
て
お
り
、
甲
面
は
透
漆
の
奥

に
潜
む
金
粉
が
ほ
の
か
に
輝
き
、
縁
の
金
梨
子
地
が
暗
が

り
に
浮
か
ぶ
梅
花
の
輪
郭
を
思
わ
せ
ま
す
。
身
の
側
面
に

静
か
に
表
さ
れ
た
凹
凸
が
、
静
寂
な
夜
の
雰
囲
気
を
醸
し

出
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ー
ト
部
門
の
金
賞
は
、藤
田
和
氏
（
石
川
県
）
の
《
た

ゆ
た
う
Ⅰ
》
で
す
。
漆
と
ガ
ラ
ス
を
組
み
合
わ
せ
た
作
品

で
、光
の
通
り
道
が
で
き
る
よ
う
工
夫
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

波
に
身
を
任
せ
て
揺
れ
る
海
の
生
き
物
を
モ
チ
ー
フ
に
、

漆
、
金
粉
、
鮑
貝
、
ガ
ラ
ス
そ
れ
ぞ
れ
の
素
材
の
美
し
さ

が
存
分
に
引
き
出
さ
れ
、
ず
っ
と
覗
き
込
ん
で
い
た
く
な

る
美
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

　

デ
ザ
イ
ン
部
門
の
金
賞
は
、
白
川
明
美
氏
（
青
森
県
）

の
《
七
々
子
塗
盛
器
「
朱
玄
」》
で
す
。
天
板
を
外
す
と
、

内
に
黒
漆
塗
の
器
が
納
め
ら
れ
、
外
し
た
天
板
も
盛
器
と

し
て
使
用
で
き
ま
す
。
蓋
を
開
け
ず
に
そ
の
ま
ま
の
状
態

で
も
ア
ー
ト
と
し
て
飾
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
現
代
生

活
に
適
し
た
作
品
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

他
に
も
多
彩
な
力
作
が
揃
い
ま
す
。
個
性
豊
か
な
作
品
の

数
々
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
（
北
澤
瑞
希
）

会
期  
12
月
２
日（
土
）〜
２
０
２
４
年
１
月
21
日（
日
）　

＊
前
後
期
展
示
替
え
・
年
末
休
館　

12
月
27
日（
水
）〜
31（
日
）

【アート部門　金賞】
藤田 和《たゆたうⅠ》

【デザイン部門　金賞】
白川明美《七々子塗盛器「朱玄」》
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「
生
新
の
時
２
０
２
３―

漆
芸
の
未
来
を
拓
く―

」

ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
レ
ポ
ー
ト

石
川
県
輪
島
漆
芸
美
術
館
友
の
会

日
帰
り
見
学
会
実
施
報
告

　

「
生
新
の
時
２
０
２
３―

漆
芸
の
未
来
を
拓
く

―

」
は
、
漆
芸
を
専
攻
す
る
全
国
８
つ
の
大
学
、
大

学
院
が
参
加
す
る
毎
年
恒
例
の
展
覧
会
で
、
本
年
も

金
沢
美
術
工
芸
大
学
、
金
沢
学
院
大
学
、
富
山
大
学
、

東
京
藝
術
大
学
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
、
東
北
芸
術

工
科
大
学
、
広
島
市
立
大
学
、
沖
縄
県
立
芸
術
大
学

か
ら
の
多
岐
に
わ
た
る
作
品
を
展

示
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

去
る
６
月
10
日
（
土
）
に
は
、

本
展
関
連
事
業
で
あ
る
ト
ー
ク
イ

ベ
ン
ト
「
作
品
の
ル
ー
ツ
を
探
る

―

大
学
教
育
の
伝
統
と
革
新―

」

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
関
係
大
学

の
学
生
や
指
導
者
の
皆
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
市
内
外
の
漆
芸
に
携
わ

る
方
々
の
ご
参
加
も
あ
り
、
コ
ロ

ナ
禍
以
後
久
し
ぶ
り
に
会
場
を
埋

め
尽
く
す
光
景
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

初
め
に
、
本
展
並
び
に
過
去
の

出
品
者
３
名
か
ら
、
自
身
の
作
品

や
制
作
活
動
に
つ
い
て
発
表
が
あ

り
ま
し
た
。
森
田
志
宝
氏
（
富
山

大
学
大
学
院
修
了
）
は
糸
に
漆
玉

を
連
ね
た
制
作
で
素
材
と
の
対
話

を
続
け
な
が
ら
産
地
に
も
従
事
し
、

北
浦
雄
大
氏
（
京
都
市
立
芸
術
大

学
大
学
院
修
了
）
は
現
代
人
の
安
寧
を
求
め
る
心
情

を
独
自
の
造
形
に
託
し
て
い
ま
す
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン

で
の
留
学
経
験
を
経
た
矢
部
桜
氏
（
東
京
藝
術
大
学

大
学
院
修
了
）
は
広
い
視
野
で
自
身
の
漆
芸
表
現
を

高
め
る
重
要
性
を
語
り
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
京
都
市
立
芸
術
大
学
教
授
の
安
井
友
幸

氏
が
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
と
し

て
加
わ
り
、
大
学
教
育
と
個
々

の
作
品
制
作
と
の
繋
が
り
に
つ

い
て
討
論
と
な
り
ま
し
た
。
各

参
加
大
学
の
特
徴
的
な
カ
リ

キ
ュ
ラ
ム
を
比
較
し
な
が
ら
、

学
生
た
ち
の
制
作
に
ど
の
よ
う

に
生
か
さ
れ
て
い
る
の
か
が
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

　

３
名
の
発
表
者
か
ら
は
、
大

学
で
学
ん
だ
基
礎
技
術
の
修
得

や
知
識
の
蓄
積
に
よ
り
、
幅
広

い
表
現
へ
の
関
心
や
追
求
意
欲

を
喚
起
さ
れ
た
と
の
体
験
談
の

披
露
が
あ
り
ま
し
た
。
将
来
の

制
作
に
向
け
て
悩
み
も
多
い
学

生
た
ち
に
対
し
、
勇
気
付
け
る

言
葉
の
数
々
が
か
け
ら
れ
た
こ

と
が
印
象
に
残
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

（
福
江
里
美
）

　

６
月
23
日
（
金
）
、
友
の
会
に
よ
る
日
帰
り
見
学
会
が
30
名
の

会
員
の
方
々
の
ご
参
加
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
は
、
富
山
県
水
墨
美
術
館
の
企
画
展
「
花
の
お
江
戸
ラ
イ

フ―

浮
世
絵
に
み
る
江
戸
っ
子
ス
タ
イ
ル
」
を
学
芸
員
の
方
に
解

説
を
い
た
だ
き
な
が
ら
観
覧
し
、
江
戸
時
代
を
代
表
す
る
芸
術
の

浮
世
絵
を
楽
し
み
ま
し
た
。
庭
園
も
と
て
も
き
れ
い
で
広
く
ゆ
っ

た
り
と
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
午
後
は
鋳
物
製
造
の
能
作
と
雲
龍
山
勝
興
寺
の
見
学
で
す
。

　

高
岡
で
４
０
０
年
に
わ
た
っ
て
受
け
継
が
れ
て
き
た
鋳
物
づ
く

り
の
工
程
を
ガ
イ
ド
の
方
に
分
か
り
や
す
く
案
内
し
て
い
た
だ

き
、
伝
統
技
術
を
じ
っ
く
り
と
体
感
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
２
年
に
国
宝
に
指
定
さ
れ
た
勝
興
寺
で
は
ガ
イ
ド
の
方

に
説
明
い
た
だ
き
江
戸
時
代
後
期
の
壮
麗
な
伽
藍
の
歴
史
や
特
徴

に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

天
候
に
も
恵
ま
れ
無
事
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
見

学
先
で
丁
寧
な
説
明
を
い
た
だ
い
た
皆
さ
ま
や
ご
参
加
の
皆
さ

ま
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　

（
長
谷
川
千
里
）雲龍山勝興寺（富山県高岡市）
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イベント情報　10 月 - 11 月　

関連プログラム

アーティストトーク『髹漆の現在地から未来へ』
林 曉 × 田中 信行
10月14日（土） 13：30～15：30 （開場 13：00）
会場 石川県輪島漆芸美術館 講義室
定員 60名　要予約・参加無料
プレミアムトーク『髹漆の魅力を探る』
檀 ふみ × 室瀬 和美 × 小森 邦衞
10月21日（土） 13：30～15：00 （開場 12：30）
会場 石川県立輪島漆芸技術研修所 講堂
定員 80名　要予約・参加無料

申込み 先着順・定員に達し次第締切
　　　　電話にて申込みください TEL0768-22-9788
主催／文化庁、厚生労働省、石川県、石川県教育委員会、輪島

市、輪島市教育委員会、いしかわ百万石文化祭2023実行委員

会、いしかわ百万石文化祭2023輪島市実行委員会、石川県輪

島漆芸美術館

ふれて感じる、うるしの温もり企画
10月７日（土）～10月９日（月・祝）
共催 輪島沈金業組合、輪島蒔絵業組合
輪島塗職人による実演（見学無料）、輪島塗沈金・蒔絵体
験（各 4,000 円）、輪島塗製品販売などもりだくさん！

アート＆ポエムコンクール作品展
10月７日（土）～10月15日（日）
会場 当館エントランスホール（入場無料）

いしかわ文化の日　入館料無料
10月15日（日）

体験型講座参加者募集！
あなたも拭き漆名人！飛びカンナのフリーカップ
11月26日（日）9：30～12：30
講師 西端良雄氏（木地師）
会場 当館講義室
参加費　6,000円
定員　　15名（中学生以上）
申込み　11月２日（木）まで　定員に達し次第締切
　　　　電話にて申込みください

苅

漆芸
技術
研修所

開館時間　９：00～17：00
 　入館は閉館の30分前まで
休館日 　11月27日（月） - 12月１日（金）
　　 　12月27日（水） - 31日（日）
　 　2024年１月22日（月） - ２月２日（金）
交通案内
●のと里山空港から　車（約20分）
●金沢駅から　北鉄バス輪島特急線を利用（約130分）
●金沢市内から　のと里山海道を利用（約100分）
●道の駅・輪島ふらっと訪夢「輪島駅前」から
　のらんけバス海コース利用（10分）「漆芸美術館」下車
　または徒歩（約15分）

〒928-0063　石川県輪島市水守町四十苅11番地
TEL 0768-22-9788／FAX 0768-22-9789
www.art.city.wajima.ishikawa.jp

漆芸美術館だより  No.99　2023年９月22日発行   編集・発行／石川県輪島漆芸美術館

洲

「漆風怒濤―現在を駆け抜ける髹漆表現―」


